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14QH2705 
問題  

図のような鉛直荷重Ｐを受けるトラスにおいて、部材ＡＢに生じる軸方向力

として、正しいものは、次のうちどれか。ただし、軸方向力は、引張力を

「＋」、圧縮力を「－」とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1. －2 2 Ｐ 

2. － 2 Ｐ 

3. ＋ 2 Ｐ 

4. ＋2 2 Ｐ 
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「＋」、圧縮力を「－」とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1. －2 2 Ｐ 

2. － 2 Ｐ 

3. ＋ 2 Ｐ 

4. ＋2 2 Ｐ 

 

14AH2705 
解説  正答──３ 

一部材の応力を求めるときは、切断法が適している。 

Ｃ点の反力ＶＣを求め、図の位置で切断し、力のつり合い条件から、部材Ａ

Ｂの軸方向力を求める。 

《反力を求める》 

剛体である単純ばりとして、つり

合い条件からＣ点の反力を求める。 

ΣＭＤ＝０より、 
－(ＶＣ×２l )＋(Ｐ×２l )＝０ 
∴ＶＣ＝Ｐ (仮定どおり下向き) 
 

 

 

 

 

 

 

 

《部材ＡＢの応力Ｎ1を求める》 

部材ＡＢを含んで切断し、外力の少ない左側に注目し、軸方向力Ｎ1、Ｎ2､

Ｎ3を仮定する。このとき、引張力として、注目する左側を引っ張る方向に

仮定することにより、計算結果の正負が「＋」ならば引張力、「－」ならば

圧縮力を表す。 

Ｃ点の鉛直反力Ｐ、Ｎ1、Ｎ2、Ｎ3の４つの力はつり合っているので、つり合

い条件式を使って、部材ＡＢの応力Ｎ1を求める。 

また、３つの未知数Ｎ1、Ｎ2、Ｎ3のうち、求めたいＮ1しか成分を持たない

Ｙ方向に対してΣＹ＝０の式を立てる。 

また、Ｎ1のＹ方向の成分は、三角比から １

２

Ｎ
である。 

ΣＹ＝０より、 

－Ｐ ＋ １

２

Ｎ
＝０ 

∴Ｎ1＝＋ ２ Ｐ （＋なので引張力） 

したがって、正答は３である。 
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Ｐ

解　説

正答 3


